
EVに不可欠な原材料
ニッケルの入手可能性への対応

ニッケル
ニッケルは天然の金属元素です。地殻や核に広く存在し、5番目に多い元素です。ニッケ
ルは特にクロムや他の金属とともに製造されるステンレス鋼や耐熱鋼の合金材料として
高い価値があります。
ニッケルは、そのエネルギー密度と貯蔵能力から、多くの電池技術に使用されています。

ニッケルは将来の世代のニー
ズに応えることができます。  
ニッケル鉱山の生産量は現在270万トン
で、過去10年間で年間4％の伸びを示して
います。
最新のデータでは、地下に3億5千万トンの
ニッケルがあり、需要を満たすことが可能
で、さらに深海に3億トンのニッケルがあり
ます。新たなニッケル鉱床の発見や、採掘、
抽出、リサイクルにおける技術の進歩は、利
用可能なニッケルの量を増やし、需要の増
加に見合う十分な供給を確保するでしょう。

将来の需要を満たすのに十分なニッケルはありますか？
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このような電気自動車の普及率の上昇、電池におけるニッケル使用の増加、エネル
ギー貯蔵システムの急増は、ニッケル需要を牽引し、強化すると予想されます。

現在、生産されるニッケルの11％
がバッテリーに使用されている

生産されるニッケルの69% はステンレ
ス鋼に使用されている

対応力のある産業 
ニッケル産業は過去、増産することで需

要に対応してきた。

市場集中度の低さ
100社以上がニッケル事業に従事して
います。上位10社の市場シェアは60％

未満。

地理的な広がり
ニッケルは25カ国以上で採掘され、さま
ざまな生産者によって生産されていま

す。 

世界の電気自動車販売台数は2030年までに4,000万台以上に
達すると予想され、これは2030年の全乗用車販売台数の30％
以上を占めます*。

地理的な広がり、市場の集中度の低さ、産業の対応力により、ニッケルの安全かつ継続的な
供給が保証されます。

地下に利用可能なニッ
ケル3億5千万トン

年間生産量270
万トン 

3億トンの海底ニッ
ケル

社会で使用されているニ
ッケル +4,000万トン

ニッケルは寿命が尽きた後、リサイク
ルされ、何度も使用されます。
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ニッケルは、赤道付近でよく採掘されるラテライト鉱と、特にカナダ、ロシア、オーストラリアで採掘される硫化鉱の2種類の鉱石
から採掘されます。どちらも、リチウムイオン電池などのニッケル含有電池の正極材に必要な硫酸ニッケルを生産するために使
用されます。

すべてのニッケル鉱石は電池に適していますか？

すべてのニッケル鉱石は電池に適していますか？電池用ニッケルは、世界中の複数
のサプライヤーから入手可能です。ニッケルは豊富な資源であり、リサイクル率が高

いため、将来の世代でも利用可能です。

電池用のニッケルは、あらゆる種類のニッケル鉱石とリサイクルから作ら
れます。

エネルギー密度

出力密度 

サイクル寿命

電池中のニッケル 
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